
 

 

第１３０６回 例会 ２０１７年（平成２９年）１１月２７日 

（ロータリー財団月間）    

 

前回（１１月１３日）例会記録 

◇プログレス 小島 常男 副ＳＡＡ  

１．来客紹介  藤井 宏明 親睦委員 

ゲスト:２名 地区外：１名 地区内：３名 合計:６名 

ゲスト：TSURUMIこどもホスピス ゼネラルマネージャー 水谷 綾 様 

体験例会：株式会社まるい 取締役専務 合田 昌史 様 

 

２．会長の時間  伊藤 清一 会長 

 

皆様、こんにちは。先週の火曜日が暦では立冬ということですが、街では防寒服を着ている人

が目につくようになりました。また昨晩から御堂筋のイルミネーションが点灯を始めました。毎年イ

ルミネーションをみるとクリスマスが近づき、また年の瀬のあわただしさを感じます。 

地区大会が先週の金曜、土曜の２日間にわたって初日が帝国ホテル、２日目がＮＨＫホールで 

開催されました。片山ガバナーを輩出されているホストクラブの大阪東ＲＣさんにとっては是非とも 

地区大会を成功させたいという思いと意気込みを感じさせる２日間でした。 

昨日の特別講演は「未来へ、人類と人工知能」というテーマで、ＮＨＫの解説委員の室山様にわかりやすく話をしていただき

ました。将棋の世界ではすでにＡＩ、人工知能が人間より優位に立ったということは知られていますが、今後あらゆる分野で 

本日のプログラム                      （本日のプログレス 小島 常男 副ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「それでこそロータリー」 

○ 会長の時間  ◎ 幹事報告  ◎ 委員会報告  ◎ ニコニコ箱報告  ◎ 出席報告 

○ カンボジア帰国報告  松谷 廣信 会員 

○ 第８回３０周年実行委員会 ３１階「カトレア」１３：４０～１５：００ 

・旅愁 

・たきび 

・希望のささやき 



 

どこまでＡＩ、人工知能が進化していくのか、大変興味のあるテーマであり、また身近なところで車の自動運転についての 

解説がありました。私たちにとって最近では一番ホットな話題で大変有意義な講演だったと思います。 

昨日、偶然ですが大阪東ＲＣの中許大会実行副委員長とゴルフをご一緒させていただき、大会についてのよもやま話を

お聞きしました。この２日間でここではあまり具体的にはお伝えできないですが、かなりの出費をされたようです。費用は兎も

角、私たちも来年の５月２８日の創立３０周年は会員全員の力で盛り上げ、来賓の方々や家族そして私たちも感動を味わえる

ような会になるようにしていきたいと思います。 

 この２日間の地区大会、全員登録ではありましたが、残念ながら当船場ＲＣの会員の実際の出席者はあまり多くはなかった

ように思います。終わってからの反省ですが会長として今回の地区大会のアピールを事前にもっとすれば良かったと反省し

ております。毎年この地区大会と来年２月に開催されるロータリー・デーの２つの催しは全員登録をして出席するようになって

おります。次回のロータリー・デーにはできるだけ多くの会員の出席をお願いしたいと思います。特に最近入会された会員

は必ず出席していただけるよう手帳の２月２４日に記入をしてください。 

 このあとＴＳＵＲＵＭＩこどもホスピスの水谷様に卓話をしていただきます。ＩＭ７組の共同事業としてＴＳＵＲＵＭＩこどもホス

ピスさんを支援しようということになっております。このプロジェクトは年初の計画にはなかったので、どの程度予算を計上で

きるかという問題もありますが、親クラブの心斎橋ＲＣさんも力を入れておられますので、ＩＭ７組としての共同事業、 

そして御堂筋本町ＲＣさんとの共同事業として進めていきたいと思っております。 

 なお今週末に創立３０周年事業として行っているカンボジアの大阪船場ＲＣ小学校の授与式に７人で行ってきます。 

来週の月曜日は休会ですのでその次の月曜日に報告をさせていただきます。 

 

３．委員会報告 

◎親睦委員会  小島 常男 委員長 

おかげさまで１１月２５日（土）の家族親睦会の参加者が２４名となりました。参加される方には場所と時間のご案内を、今一度 

メールボックスにお入れいたしました。今から食事会だけでも歓迎ですので、ご参加される方はお申し出ください。 

クリスマス家族懇親会とミニオークションのご説明をさせていただきます。松永会員からもクリスマス合唱団のご案内をさせて 

いただきました。 

 

◎地区社会奉仕委員会 塩尻 明夫 副委員長 

皆さま、こんにちは。本日は国際ロータリー第２６６０地区 社会奉仕委員会の副委員長としてご報告とお願いを申し上げ 

ます。本日は例会の貴重な時間を事業ＰＲに頂戴し、心より感謝を申し上げます。 

さて、皆さまご存じだと思いますが、我々は年２回、ローターアクト主導で献血活動を行っております。今年度、第１回は 

７月２３日に行われ、おかげさまで３９８名の受付、３１８名の採血という結果になりました。ただ、前述の通り、受付をされても、 

諸事情により、採血に至らない方が増えてきています。例えば、海外旅行から帰られて間もない、海外生活が長かったらダメ 

など、条件が厳しくなっている事が要因です。 

そこで、次回２月２５日（日）に、5ケ所で開催されます第２回の献血では、血液の在庫が少なくなっている状況を踏まえ、より

多くの皆さまに、献血へのご協力を頂こうと、こうして委員会総出で、各クラブにＰＲに廻っています。梅田、なんば、京橋、 

くずは、大日の５ケ所で行われる献血にお越し頂き、ご協力を賜りますよう、心からお願い申し上げます。 

詳細に関しましては、実施日に近づきましたら、メールなどで事務局様に発信致します。クラブの社会奉仕担当の方々は、 

その情報をもとに、何卒ご参加、ご協力をお願い致します。有難うございました。 

 

４．ニコニコ報告  北野 克己 親睦委員 

川西猪名川ＲＣ 林健一様・・・・お世話になります。 

大阪御堂筋本町ＲＣ 松本様・横山様・・・・２０１８年２月２４日（土）のロータリー・デーにご参加よろしくお願い致します。 

                          ７組として最後となります。 



 

伊藤 会員・・・・地区大会のＲＩ会長代理ご夫妻歓迎晩餐会に家内と出席いたしました。 

美味しいディナー、そして宮川あきらとダイナマイトしゃかりきサーカスのメンバーの楽しいライブで楽し 

ませていただきました。有難うございました。 

新川、斧原、渡辺、清水、小島、杉浦、岡野、栗原、宮原、小山、藤井、北野、塩尻、沖、片岡、松谷、松永、岩崎、大嶋、 

中村、長沼、井澤、甚田、武田、高階、 

各会員・・・・地区大会ご出席の皆さま ご苦労様でした 

 

５．出席報告 小島 常男 副ＳＡＡ 

会員総数 ４０名 出席率計算会員数 ３９名 出席会員数 ３４名 出席率 ８７％ 

第１３０３回（１０月２３日） 修正出席率 ９５％ 

 

６．卓  話  「ＴＳＵＲＵＭＩこどもホスピスの取り組み～その子の生きるを支える」   

   ＴＳＵＲＵＭＩこどもホスピス ゼネラルマネージャー 水谷 綾 様 

 

TSURUMI こどもホスピス（TCH）は、この春鶴見緑地にオープンした日本初のコミュニティ型の 

子どもホスピスで、命を脅かされた子どもの学び、遊び、ふれあい、やってみたいと思うことを叶え、

その子の成長を支える施設です。 

ホスピスというと皆さんどんなイメージを持たれますか？ よくある大人のホスピスは、・医療が 

手の施しようがなくなった時に、最後の日々を送る場所・末期がん患者が、静かに死を待つ場所 

「穏やかな死」を迎えられる最後の病院、そんなイメージなんじゃないかと思います。私たちが取り組む子どもホスピスは、 

それとはちょっと違います。まず、基本的に、病院ではありません。命に限りのある子どもの「生きる」に焦点を当てて、 

その子の、そして、ご家族の「やりたい」「ありたい」時間や思いを支える「第２の我が家」です。 

イメージしやすいものとして、重い病気に、小児がんといった病気があります。こういった重い病気も、医療の発達により 

命に限りのある子どもも生き続けることが可能になってきました。この病気は、突然その子に、治療、検査、入院、手術、 

そしてまた、退院後もまた治療や再入院が…、ご家族にはそのたびごとに、様々な決断やガマンを強いられます。 

そういった大変な状況であっても、子どもは日々成長し続け、こどもとしての時間が日々刻刻と流れていきます。 

だからこそ、子どもたちには、病気であることを忘れられる、その子らしい時間を、家族が笑顔になって元気を戻せる機会を、

そして、きょうだいが一緒に過ごせる空間が必要です。 

ご家族ごとに個別にある思いに寄り添うため、運営費のほとんどを慈善寄付で賄おうとしています。これは、英国の子ども 

ホスピスの在りようをモデルにし、私たちはその基準に沿った子どもホスピスを作ろうとしています。地域のみんなが支える 

コミュニティ型の子どもホスピスは、現在の日本には、TSURUMIこどもホスピスしかありません。ここを運営していくのには、 

年間約 5000 万の寄付が必要です。現在、約８０組のご家族にご利用いただいていますが、これをもっと多く受け入れられる

組織基盤を地域の皆さんのお力を借りながら確立していきたいです。 

安心で安全が保障された環境の中で、難病児たちとその家族が心から寛げるよう、医療・教育・保育の専門家を中心とした

有給スタッフやボランティアによって運営しています。そして、個別性に応じた細やかなＴＣＨの活動を支えるため、税金で

その個別性にそったケア活動を進めることはなじみません。ホスピスの運営基盤を少しでもしっかりしたものにするために、

継続的に支援（ご寄付）いただくマンスリーサポーターを募っております。日本初のコミュニティ型のこどもホスピスを運営 

するためには、みなさまからのご支援が必要ですので、暖かいご支援、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 



 

 

TSURUMI こどもホスピス(TCH)の基本情報 

住所：〒538-0035 大阪市鶴見区浜1丁目1-77  TEL 06-6991-9135 

最寄駅：大阪市営地下鉄鶴見緑地線鶴見緑地駅（徒歩４分） 

開館時間：月・木・金・土・日曜日の10～17時 

休 館 日：火・水曜（夏期休館8/11-15、冬期休館12/28-1/4） 

直近の情報はウェブサイトをご覧ください：http://www.childrenshospice.jp/ 

 

 

                         ★１２月例会予定★ 

 日  司会 プログラム 歌 その他 

  ４  

 

疾病予防と 

治療月間 

 

 

岩崎                                                     卓話：長沼会員 

   ：フレディアント君 

 

「君が代」 

「四つのテスト」 

お誕生日お祝い 

理事会６階「橘の間」１３：４０～ 

※例会場は５階「鶴の間」に変更 

１１ 岡本     

                              

クリスマス家族懇親会 

 

「奉仕の理想」 例会・総会１７：００～１７：４５ 

家族懇親会１７：５０～２０：２０ 

次年度理事役員候補者発表 

２５ 岩崎       卓話：溝畑会員 「我等の生業」  


